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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光配向膜上で光学異方体が配向している光学異
方素子を提供する。
【解決手段】前記光学異方素子は、支持体１ａ上に、感
光性基を有する光配向性ポリマーを少なくとも含む光配
向膜材料から形成された光配向膜１ｂと、この光配向膜
中の感光性基と反応し得る感光性基を有する化合物と、
重合性液晶化合物とを少なくとも含む接着性液晶組成物
から形成され、前記光配向膜により配向性が制御された
光学異方体１ｃと、を少なくとも備える光学異方素子１
０である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光性基を有する光配向性ポリマーを少なくとも含む光配向膜材料から形成された光配
向膜と、
　この光配向膜中の感光性基と反応し得る感光性基を有する化合物と、重合性液晶化合物
とを少なくとも含む接着性液晶組成物から形成され、前記光配向膜により配向性が制御さ
れた光学異方体と、
を少なくとも備える光学異方素子。
【請求項２】
　請求項１において、感光性基を有する光配向性ポリマーが、液晶性を有している光学異
方素子。
【請求項３】
　請求項１または２において、感光性基含有化合物が、重合性液晶化合物と反応し得る反
応性基を有する光学異方素子。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項において、感光性基含有化合物が、結晶性または液晶性を
有している光学異方素子。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項において、感光性基を有する光配向性ポリマーが、下記化
学式（１）～（３）で示される側鎖：
【化１】

（化学式（１）および（２）のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２、ｐ
は１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、
－Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコン基
、シンナミリデンキ基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルア
クリロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す）
【化２】

（化学式（３）中、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、Ｒ１はＨ、アルキ
ル基，アルキルオキシ基、またはハロゲンを表す）
から選択される少なくとも一種の側鎖を有する感光性側鎖型液晶性ポリマーの少なくとも
一種であり；かつ
　感光性基含有化合物が、下記化学式（４）～（６）で示される化合物：
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【化３】

（化学式４および化学式５のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２、ｐは
１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－
Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコン基、
シンナミリデン基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルアクリ
ロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す。）

【化４】

（化学式（６）において、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、ｒは１～１
２の整数を示し、Ｒ２はＨ、アルキル基，アルキルオキシ基またはハロゲンを表す。）
から選択される少なくとも一種である、光学異方素子。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項において、接着性液晶組成物中における重合性液晶化合物
と感光性基含有化合物との重量割合が、重合性液晶化合物／感光性基含有化合物＝６０／
４０～９８／２である光学異方素子。
【請求項７】
　支持体に対して、光配向膜材料を含む第１の塗液を塗布し、第１の塗膜を形成する第１
塗膜形成工程と、
　前記第１の塗膜に対して、直線偏光または斜め非偏光を照射し、光配向性ポリマーが配
向した光配向膜を形成する光配向膜形成工程と、
　前記光配向膜に対して、感光性基を有する化合物と、重合性液晶化合物とを少なくとも
含む接着性液晶組成物を含む第２の塗液を塗布し、第２の塗膜を形成する第２塗膜形成工
程と、
　前記第２の塗膜に対し、活性エネルギー線を照射して光学異方体を形成する光学異方体
形成工程と、
を少なくとも備える光学異方素子の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光学異方素子およびその製造方法に関するものである。特に、重合性液晶化合
物を光配向膜上で配向させて得られる光学異方素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　位相差フィルム、光学補償フィルム、光学異方素子の製造方法として、配向膜上で重合
性液晶化合物を配向させ、紫外線のような活性エネルギー線を照射して重合性液晶化合物
の配向を保持してまま硬化することにより光学異方体を得る方法が挙げられる。このよう
な配向膜上で重合性液晶化合物を配向させその配向を固定した光学異方素子は、薄型の位
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相差フィルム、光学補償フィルムの製造法として提案されている。
【０００３】
　配向膜として、塗膜を形成後、布で表面を擦るラビング処理により作製する方法が挙げ
られるが、物理的に塗膜表面を擦るため発塵の問題が生じる。更には、全面を均一にラビ
ング処理するため面内で配向方向を変えることが難しく３Ｄ－ＴＶに利用されるパターン
リターダーを製造する場合には適さない。
【０００４】
　光配向法は、感光性の塗膜に偏光紫外線を照射するなどにより、配向膜上で液晶の配向
を得る方法である。この光配向法は、発塵が無く、パターン照射することにより面内で配
向方向を変えることも可能である。このため、薄型の位相差フィルム、光学補償フィルム
やパターンリターダー等の製造方法として挙げられる。
　しかしながら、光配向膜上に重合性液晶化合物の配向層を形成した場合、光配向膜と重
合性液晶化合物の密着性が低く、容易に剥離してしまうという問題があった。
【０００５】
　従来技術の問題を解決するために、特開２００５－６２４２４号公報（特許文献１）で
は、ラビング処理した基材表面をシランカップリング剤で改質し、該表面に液晶化合物含
有層を形成する方法が提案されている。また、特開２００５－２７４９０９号公報（特許
文献２）では、ラビング処理した基材表面をイソシアネート化合物で改質し、該表面に液
晶化合物含有層を形成する方法が提案されている。
【０００６】
　このような問題を解決する方法として、特開２０１０－１５１９２６号公報（特許文献
３）では、有機材料からなる基材、光配向膜、及び少なくとも１種以上の重合性液晶化合
物を含有する重合性液晶組成物の重合膜が順次積層されてなる光学異性体において、ＪＩ
Ｓ　Ｋ６７６８で定義される基材のぬれ張力が光配向膜に用いる光配向膜組成物の表面張
力よりも大きくすることにより、製造される光学異性体において、配向膜と重合性液晶化
合物の硬化膜との界面における接着性が高く、特にプラスチック基材を用いた場合の接着
性を高めた位相差フィルムや光学補償フィルムを提供する方法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－６２４２４号公報
【特許文献２】特開２００５－２７４９０９号公報
【特許文献３】特開２０１０－１５１９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１や２に記載された方法では、光配向膜表面をシランカップリ
ング剤やイソシアネート化合物で改質する場合、液晶配向能を乱してしまい良好な光学異
方素子が得られないという問題がある。また、シランカップリング剤やイソシアネート化
合物を塗布する塗布工程が必要であり、塗布に伴う乾燥工程や加熱工程などさらに工程が
煩雑となる問題があった。また、特許文献３に記載された方法では、双方のぬれ張力を調
整する必要があり、それら材料の組み合わせが限定されてしまう問題がある。
【０００９】
　上記問題を鑑みて、本発明の課題は、光配向膜と重合性液晶化合物から形成された配向
層との密着性に優れた光学異方体を簡便な方法で提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、上記課題を解決するために鋭意研究を行った結果、光配向膜と、その上に
形成された光学異方体とを少なくとも備える光学異方素子において、（ｉ）光配向膜中に
反応性を有する感光基が存在した状態するとともに、（ｉｉ）光学異方体を形成するため
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の接着性液晶組成物を、重合性液晶化合物と、感光性基含有化合物とで少なくとも構成し
、（ｉｉｉ）光配向膜上で、この接着性液晶組成物から光照射により光学異方体（または
配向層）を形成させると、（ｉｖ）前記接着性液晶組成物が、光配向膜上で配向するとと
もに、（ｖ）光配向膜の感光性基と感光性基含有化合物の感光性基が結合し、光配向膜と
重合性液晶化合物からなる配向層（すなわち光学異方体）が強固に密着した光学異方素子
を作製できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　すなわち、本発明は、感光性基を有する光配向性ポリマーを少なくとも含む光配向膜材
料から形成された光配向膜と、
　この光配向膜中の感光性基と反応し得る感光性基を有する化合物と、重合性液晶化合物
とを少なくとも含む接着性液晶組成物から形成され、前記光配向膜により配向性が制御さ
れた光学異方体と、
を少なくとも備える光学異方素子である。
【００１２】
　例えば、感光性基を有する光配向性ポリマーは、液晶性を有していてもよい。
　一方で、接着性液晶組成物中の感光性基含有化合物は、重合性液晶化合物と反応し得る
反応性基を有していてもよい。また、感光性基含有化合物が、結晶性または液晶性を有し
ていてもよい。
【００１３】
　好ましくは、感光性基を有する光配向性ポリマーが、下記化学式（１）～（３）で示さ
れる側鎖：
【００１４】
【化１】

【００１５】
（化学式（１）および（２）のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２、ｐ
は１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、
－Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコン基
、シンナミリデンキ基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルア
クリロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す。）
【００１６】
【化２】

【００１７】
（化学式（３）中、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、Ｒ１はＨ、アルキ
ル基，アルキルオキシ基、またはハロゲンを表す）
から選択される少なくとも一種の側鎖を有する感光性側鎖型液晶性ポリマーの少なくとも
一種であり；かつ
　感光性基含有化合物が、下記化学式（４）～（６）で示される化合物：
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【化３】

【００１８】
（化学式４および化学式５のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２、ｐは
１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－
Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコン基、
シンナミリデン基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルアクリ
ロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す。）
【００１９】
【化４】

【００２０】
（化学式（６）において、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、ｒは１～１
２の整数を示し、Ｒ２はＨ、アルキル基，アルキルオキシ基またはハロゲンを表す。）
から選択される少なくとも一種であってもよい。
【００２１】
　例えば、接着性液晶組成物中における重合性液晶化合物と感光性基含有化合物との重量
割合が、重合性液晶化合物／感光性基含有化合物＝６０／４０～９８／２であってもよい
。
【００２２】
　本発明は、光学異方素子を製造する方法も包含し、前記方法は、
　支持体に対して、光配向膜材料を含む第１の塗液を塗布し、第１の塗膜を形成する第１
塗膜形成工程と、
　前記第１の塗膜に対して、直線偏光または斜め非偏光を照射し、光配向性ポリマーが配
向した光配向膜を形成する光配向膜形成工程と、
　前記光配向膜に対して、感光性基を有する化合物と、重合性液晶化合物とを少なくとも
含む接着性液晶組成物を含む第２の塗液を塗布し、第２の塗膜を形成する第２塗膜形成工
程と、
　前記第２の塗膜に対し、活性エネルギー線を照射して光学異方体を形成する光学異方体
形成工程と、
を少なくとも備える光学異方素子の製造方法である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、光配向膜上に、重合性液晶化合物を配向させている光学異方体におい
て、該光学異方体を形成するための接着性液晶組成物中に光配向膜と反応し得る感光性基
を有する化合物を含有させることで、光配向膜と重合性液晶化合物からなる配向層（すな
わち光学異方体）が強固に密着した光学異方素子を作製できる。そのため、このような光
学異方素子では、光配向膜の表面を改質するための材料塗布工程などの煩雑な製造工程を
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用いなくとも光学異方素子を得ることができる。また、光配向膜と重合性液晶化合物のぬ
れ張力を調整することなく、一体性に優れる光学異方素子を得ることができるため、光配
向膜と重合性液晶化合物の双方のぬれ張力を調整するために材料が限定されることも無い
。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　本発明は、添付の図面を参考にした以下の好適な実施形態の説明から、より明瞭に理解
される。図面は必ずしも一定の縮尺で示されておらず、本発明の原理を示す上で誇張した
ものになっている。
【図１】本発明の光学異方素子の一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の第１の実施形態は光学異方素子であり、光学異方素子は、
　光配向膜材料から形成された光配向膜と、
　接着性液晶組成物から形成され、前記光配向膜により配向性が制御された光学異方体と
、を少なくとも備えている。
【００２６】
　例えば、図１に光学異方素子の一例を示す模式図を示す。図１に示すように、光学異方
素子１０は、光配向膜１ｂと、この光配向膜１ｂの上に形成された光学異方体１ｃとを少
なくとも備えている。光配向膜１ｂは、支持体１ａ上に形成され、偏光照射などにより誘
起された配向性を有している。また、光学異方体１ｃは、光配向膜１ｂの配向性に従った
配向性を有している。
【００２７】
（光配向膜を形成するための光配向膜材料）
　光配向膜は光配向膜材料から形成され、光配向膜材料は、感光性基を有する光配向性ポ
リマーを少なくとも含んでいる。感光性基は、光異性化、光二量化、光環化、光架橋、光
分解、光分解－結合などにより光配向膜に異方性を発現できる基であれば特に限定されず
、例えば、カルコン基、クマリン基、シンナミリデンキ基、ビフェニルアクリロイル基、
フリルアクリロイル基、ナフチルアクリロイル基（または、それらの誘導体）、桂皮酸基
（または、それらの誘導体）などが挙げられる。
【００２８】
　また、光配向膜材料は、感光性基を有する光配向性ポリマーに加えて、感光性を調整す
るために光増感剤を添加してもよい。かかる光増感剤としては、ベンゾインメチルエーテ
ル、ベンゾインイソプロピルエーテル、およびα，α－ジメトキシ－α－フェニルアセト
フェノンのようなベンゾイン誘導体； ベンゾフェノン、２，４－ジクロロベンゾフェノ
ン、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン
、および４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンのようなベンゾフェノン誘導
体などの光増感剤が挙げられる。
【００２９】
　さらに、塗工性を高めるため、基材への密着性を高めるために配向性を損なわない程度
に光配向膜材料に対して、添加剤（例えば、分散剤、粘度調整剤、消泡剤、レべリング剤
など）を加えてもよい。
【００３０】
（感光性基を有する光配向膜を形成するポリマー）
　感光性基を有する光配向性ポリマーは、感光性基による異方化によって、光配向膜に異
方性を生じるポリマーであれば特に限定されないが、配向性に優れる観点から、液晶性ポ
リマーであるのが好ましい。例えば、このような配向層を形成するために用いられるポリ
マーとして、特開平１１－１８９６６５号公報、特開２００２－２０２４０９号公報、特
開２００４－１７０５９５号公報、特開２００５－２３２３４５号などにより本出願人に
より開示された液晶性ポリマーを用いることができる。
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　なお、本発明において、液晶性ポリマーとは、材料単独に物理的な外部刺激（加熱、冷
却、電場、磁場、せん断の印加等）を与えた時に液晶性を示すか、または溶媒や非液晶性
成分との混合により液晶性を発現するポリマーをいう。
【００３２】
　具体的には、このような液晶性ポリマーとしては、（ｉ）カルコン基、シンナミリデン
キ基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルアクリロイル基（ま
たは、それらの誘導体）、桂皮酸基（または、それらの誘導体）などの感光性基と；（ｉ
ｉ）液晶性ポリマーのメソゲン成分として多用されているビフェニル、ターフェニル、フ
ェニルベンゾエート、アゾベンゼンなどの置換基と、スペーサー（例えば、炭素数１～１
５（好ましくは炭素数１～１０、より好ましくは炭素数１～５）の（オキシ）アルキレン
基など）を介してまたは介さず結合した構造を含む側鎖を有する感光性側鎖型液晶性ポリ
マーが挙げられる。
【００３３】
　なお、側鎖末端にカルボキシル基を有する感光性の側鎖を有し、該側鎖末端のカルボキ
シル基の水素結合による２量化により剛直な構造を形成し、側鎖自体にメソゲン基を構造
に含まなくとも液晶性を発現するポリマーも本発明において感光性側鎖型液晶性ポリマー
として好ましく用いられる。
【００３４】
　上記の感光性側鎖型液晶性ポリマーを構成する主鎖としては、上記側鎖をスペーサー（
例えば、炭素数１～１５（好ましくは炭素数１～１０、より好ましくは炭素数１～５）の
（オキシ）アルキレン基など）を介して結合した炭化水素、アクリレート、メタクリレー
ト、シロキサン、マレインイミド、Ｎ－フェニルマレインイミドなどが挙げられる。これ
らのポリマーは同一の繰り返し単位からなる単一重合体または構造の異なる側鎖を有する
複数の単位からなる共重合体、あるいは感光性基を含む側鎖を有する単位に、感光性基を
含まない側鎖を有する単位を液晶性を損なわない程度に配合して得られる共重合体のいず
れであってもよい。
【００３５】
　好ましい感光性側鎖型液晶性ポリマーとしては、下記の化学式１、２または３で示され
る側鎖を有するモノマーを用いて形成されるポリマーが例示される。
【００３６】
【化５】

【００３７】
　前記化学式（１）および（２）のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２
、ｐは１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、－Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコ
ン基、シンナミリデンキ基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチ
ルアクリロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す。
【００３８】
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【化６】

【００３９】
　前記化学式（３）において、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、Ｒ１は
Ｈ、アルキル基（例えばＣ１－６アルキル基、好ましくはＣ１－４アルキル基），アルキ
ルオキシ基（例えばＣ１－６アルキルオキシ基、好ましくはＣ１－４アルキルオキシ基）
、またはハロゲン（例えばフッ素原子、塩素原子など）を表す。
【００４０】
　また、光配向膜材料は、その配向性を増強させるために、感光性基を有する光配向性ポ
リマーに加え、必要により下記に記載する低分子化合物（およびその重合触媒）を含んで
いてもよい。
　低分子化合物としては、メソゲン成分として知られているビフェニル、ターフェニル、
フェニルベンゾエート、アゾベンゼンなどの置換基を有し、このような置換基と、アリル
、アクリレート、メタクリレート、桂皮酸基（またはその誘導体基）などの官能基を、ス
ペーサー（例えば、炭素数１～１５（好ましくは炭素数１～１０、より好ましくは炭素数
１～５）の（オキシ）アルキレン基など）を介して結合した液晶性を有するものが好まし
く用いられる。これらの低分子化合物は、単独でまたは二種以上組み合わせて使用しても
よい。
【００４１】
（第１塗膜の形成）
　第１塗膜形成工程では、支持体に対して、前記光配向膜材料を適当な溶剤に溶解して調
製される第１の塗布液を塗布し、第１の塗膜を形成することができる。
【００４２】
　支持体としては、種々の高分子フィルム、ガラスなどの無機物の中から適宜選択して用
いられる。例えば、高分子フィルムとしては、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ジ
アセチルセルロースおよびトリアセチルセルロースなどのセルロース系ポリマーフィルム
、ビスフェノールＡ・炭酸共重合体などのポリカーボネート系ポリマーフィルム、ポリエ
チレン、ポリプロピレンおよびエチレン・プロピレン共重合体などの直鎖または分枝鎖ポ
リオレフィンフィルム、ポリアミド系フィルム、イミド系ポリマーフィルム、スルホン系
ポリマーフィルムなどが挙げられる。
【００４３】
　溶媒（溶剤）としては、ジオキサン、ジクロロエタン、シクロヘキサノン、トルエン、
テトラヒドロフラン、ｏ－ジクロロベンゼン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トン、エチレングリコール誘導体（例えば、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノエチルエーテルなど）、プロピレングリコール誘導体（プロピレ
ンモノメチルエーテル、プロピレングリコール１－モノメチルエーテル２－アセタート）
などが挙げられ、これらの溶媒は、単独でまたは二種以上組み合わせて使用してもよい。
【００４４】
　塗布方法としては、例えば、グラビアコーティング、フレキソコーティング、ダイコー
ティング、バーコーティング、スピンコーティングなどの方法を利用することができる。
　なお、塗布後、塗膜を室温下または加熱下（例えば、４５～６０℃程度）に放置するこ
とにより乾燥（脱溶媒）して、適宜溶剤を揮発させ、第１の塗膜としてもよい。
【００４５】
（光配向膜の形成）
　光配向膜形成工程では、第１の塗膜に対して、直線偏光または斜め非偏光を照射し、光
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配向性ポリマーが配向した光配向膜を形成することができる。この照射により、層中で異
方的な光反応が起こり、この異方性により液晶化合物の配向を生じる。この光反応を進め
るには、感光性基の部分が反応し得る波長の光の照射を要する。側鎖の種類によっても異
なるが、一般に２００－５００ｎｍであり、中でも２５０－４００ｎｍの有効性が高い場
合が多い。
　また、光照射時間は、用いる光の種類、感光性基の種類などに応じて適宜決定すること
ができるが、光照射後も、光配向性ポリマー中に、未反応の感光性基が存在すること範囲
で選択される。
【００４６】
　また、必要に応じて、光を照射した後、加熱工程を行ってもよい。加熱工程を行うこと
により、例えば、フィルム内の分子運動により、光反応を起こさなかった重合体の側鎖と
低分子材料は、光反応した側鎖と同じ方向に再配向することができる。
【００４７】
（光学異方体を形成するための接着性液晶組成物）
　光学異方体は、接着性液晶組成物から形成され、前記光配向膜により配向性が制御され
ている。接着性液晶組成物は、重合性液晶化合物と、感光性基を有する化合物（感光性基
含有化合物）とを少なくとも含んでいる。
【００４８】
（重合性液晶化合物）
　本発明において、配向層上で配向させる重合性液晶化合物は、液晶性ポリマーであって
も、液晶性モノマーであってもよい。より詳細には、重合性液晶化合物としては、例えば
、光や熱により重合する官能基を有する重合性液晶モノマーおよびポリマーや、イソシア
ネート材料、エポキシ材料などの架橋剤により、液晶性を損なわない程度に架橋構造を導
入した液晶性ポリマーが挙げられる。
【００４９】
　例えば、重合性液晶化合物としては、メソゲン形成性基で構成されたユニットを有して
おり、シッフ塩基系、ビフェニル系、ターフェニル系、エステル系、チオエステル系、ス
チルベン系、トラン系、アゾキシ系、アゾ系、フェニルシクロヘキサン系、ピリミジン系
、シクロヘキシルシクロヘキサン系、トリメシン酸系、トリフェニレン系、トルクセン系
、フタロシアニン系、ポルフィリン系分子骨格を有する液晶化合物、またはこれら化合物
の混合物等が挙げられ、ネマチック性、コレステリック性またはスメクチック性の液晶相
を示す化合物であればいずれでもよい。
【００５０】
　前記メソゲン形成性基で構成されたユニットは、液晶ポリマーの主鎖にあってもよく、
側鎖にあってもよい。主鎖型液晶ポリマーとしては、ポリエステル系、ポリアミド系、ポ
リカーボネート系、ポリイミド系、ポリウレタン系、ポリベンズイミダゾール系、ポリベ
ンズオキサゾール系、ポリベンズチアゾール系、ポリアゾメチン系、ポリエステルアミド
系、ポリエステルカーボネート系、ポリエステルイミド系の液晶ポリマー、またはこれら
の混合物等が挙げられる。また側鎖型液晶性ポリマーとしては、ポリ（メタ）アクリレー
ト系、ポリビニル系、ポリシロキサン系、ポリエーテル系、ポリマロネート系等の直鎖状
又は環状構造の骨格鎖を有する高分子に側鎖としてメソゲン基が結合した液晶ポリマー、
またはこれらの混合物等が挙げられる。
【００５１】
　また、重合性液晶化合物は、必要に応じて導入された架橋性基あるいは適宜な架橋剤の
ブレンドによって、液晶状態あるいは液晶転移温度以下に冷却した状態で、架橋（熱架橋
あるいは光架橋）等の手段により配向固定化できる液晶ポリマーでもよい。このような液
晶ポリマーは、ネマチック性、コレステリック性またはスメクチック性の液晶相を示すポ
リマーであればいずれでもよく、メソゲン形成性基で構成されたユニットを有する限り特
に限定されない。
【００５２】
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　架橋性基としては、ビニル基、ビニルオキシ基、１－クロロビニル基、イソプロペニル
基、４－ビニルフェニル基、アクリロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基、オキシラ
ニル基、オキセタニル基等が挙げられる。中でも、アクリロイルオキシ基、メタクリロイ
ルオキシ基、ビニルオキシ基、オキシラニル基及びオキセタニル基が好ましく、特にアク
リロイルオキシ基がより好ましい。
　なお、このような重合性液晶化合物は、感光性基を含有していてもよいし、有していな
くてもよい。
【００５３】
（感光性基含有化合物）
　感光性基含有化合物は、光配向膜に存在する感光性基と反応可能な感光性基を有してい
る。このような感光性基含有化合物は、（ｉ）カルコン基、シンナミリデンキ基、ビフェ
ニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルアクリロイル基（または、それら
の誘導体）、桂皮酸基（または、それらの誘導体）などの感光性基を有しており、光配向
膜中の感光性基と反応する化合物である。
【００５４】
　なお、必要に応じて、感光性基含有化合物は、重合性液晶化合物自体の重合性基と反応
し得る反応性基を有していてもよい。更には、重合性液晶化合物の液晶性を損なわないこ
とが望ましく、このような化合物として結晶性または液晶性を有する化合物が好適に用い
られる。
【００５５】
　例えば、好ましい感光性基含有化合物としては、以下の化学式４、５または６で示され
る構造を有する化合物が例示される。
【００５６】
【化７】

【００５７】
　前記化学式４および化学式５のそれぞれの式において、ｎは１～１２、ｍは１～１２、
ｐは１～１２の整数をそれぞれ示し、ＸまたはＹは、ｎｏｎｅ、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、－Ｎ=Ｎ－、－Ｃ=Ｃ－または－Ｃ６Ｈ4－をそれぞれ表し、Ｗ１およびＷ２はカルコン
基、シンナミリデン基、ビフェニルアクリロイル基、フリルアクリロイル基、ナフチルア
クリロイル基、桂皮酸基、ナフチルアクリル酸基もしくはそれらの誘導体を表す。
【００５８】
【化８】

【００５９】
　前記化学式（６）において、ｓは０または１を表し、ｔは１～３の整数を表し、ｒは１
～１２の整数を示し、Ｒ２はＨ、アルキル基（例えばＣ１－６アルキル基、好ましくはＣ
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１－４アルキル基）、アルキルオキシ基（例えばＣ１－６アルキルオキシ基、好ましくは
Ｃ１－４アルキルオキシ基）またはハロゲン（例えばフッ素原子、塩素原子など）を表す
。
【００６０】
　接着性液晶組成物中における重合性液晶化合物と感光性基含有化合物との重量割合は、
例えば重合性液晶化合物／感光性基含有化合物＝６０／４０～９８／２であってもよく、
好ましくは６５／３５～９５／５であってもよい。
【００６１】
　接着性液晶組成物には、必要に応じて、光重合開始剤や光増感剤を混合してもよい。光
重合開始剤としては、イルガキュア（Irgacure）９０７、イルガキュア１８４、イルガキ
ュア６５１、イルガキュア８１９、イルガキュア２５０、イルガキュア３６９（以上、全
てチバ・ジャパン（株）製）、セイクオールＢＺ、セイクオールＺ、セイクオールＢＥＥ
（以上、全て精工化学（株）製）、カヤキュアー（kayacure）ＢＰ１００（日本化薬（株
）製）、カヤキュアーＵＶＩ－６９９２（ダウ社製）、アデカオプトマーＳＰ－１５２又
はアデカオプトマーＳＰ－１７０（以上、全て（株）ＡＤＥＫＡ製）、ＴＡＺ－Ａ、ＴＡ
Ｚ－ＰＰ（以上、日本シイベルヘグナー社製）及びＴＡＺ－１０４（三和ケミカル社製）
など、市販の光重合開始剤を用いることができる。重合開始剤の含有量は、重合性液晶化
合物１００質量部に対して、０．１～３０質量部が好ましく、０．５～１０質量部がより
好ましく、０．５～８質量部がさらに好ましい。上記範囲内であれば、重合性液晶化合物
の配向を乱すことなく重合させることができる。光増感剤としては、光配向膜において用
いられる光増感剤として記載されたものを例示することができる。
【００６２】
　また、配向固定を増強させる観点から、接着性液晶組成物は、熱重合開始剤を含んでい
てもよい。熱重合開始剤としては、アゾビスイソブチロニトリル等のアゾ化合物；過酸化
水素、過硫酸塩、過酸化ベンゾイル等の過酸化物等が挙げられる。熱重合は、接着性液晶
組成物の配向固定を増強できる限り適宜行うことができ、第２の塗膜を形成後、活性エネ
ルギー線を照射する前に行ってもよいし、活性エネルギー線を照射した後に行ってもよい
。
【００６３】
　このような接着性液晶組成物を光配向層の上で配向させその配向を固定することにより
、光配向層上に光学異方体（配向層）を形成できる。
　すなわち、感光性基含有化合物の感光性基と、光配向膜中の感光性基とが反応すること
により、光配向膜と光学異方体との接着性を向上することが可能になる。このような光配
向膜の感光性基と反応し得る感光性基含有化合物と重合性液晶化合物とを組み合わせた接
着性液晶組成物から光学異方体（配向層）を形成することにより、光配向膜と光学異方体
との界面で双方の感光性基が反応して結合するため強固な密着性を得ることができる。
【００６４】
（第２塗膜の形成）
　第２塗膜形成工程では、光配向膜に対して、接着性液晶組成物を適当な溶剤に溶解して
調製される第２の塗布液を塗布し、第２の塗膜を形成することができる。
【００６５】
　溶媒（溶剤）としては、ジオキサン、ジクロロエタン、シクロヘキサノン、トルエン、
テトラヒドロフラン、ｏ－ジクロロベンゼン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トン、エチレングリコール誘導体（例えば、エチレングリコールモノメチルエーテル、エ
チレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルなど）
、プロピレングリコール誘導体（プロピレンモノメチルエーテル、プロピレングリコール
１－モノメチルエーテル２－アセタート）などが挙げられ、これらの溶媒は、単独でまた
は二種以上組み合わせて使用してもよい。溶剤は、光配向膜を侵さない溶媒であるのが好
ましく、例えば、エチレングルコール誘導体、プロピレングリコール誘導体などが好まし
い。
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【００６６】
　塗布方法としては、例えば、グラビアコーティング、フレキソコーティング、ダイコー
ティング、バーコーティング、スピンコーティングなどの方法を利用することができる。
【００６７】
　第２の塗膜は光配向膜の上に形成されているため、光配向膜上の異方性に従って、重合
性液晶化合物を配向させることが可能である。さらに、重合性液晶化合物の等方相転移温
度以下、好ましくは６０～１００℃、より好ましくは６５～９０℃において加熱をするこ
とにより、重合性液晶化合物の配向性を増強することが可能であり、配向性に優れる第２
の塗膜を得ることができる。
【００６８】
（光学異方体の形成）
　重合性液晶化合物の配向が誘起された第２の塗膜に対し、感光性基を結合させるための
活性エネルギー線を照射することにより、液晶化合物の配向が固定するとともに、光配向
膜との良好な接着性を有する光学異方体を形成することができる。
　活性エネルギー線としては、感光性基の部分が反応し得る波長の光の照射を要する感光
性基の種類によっても異なるが、一般に２００－５００ｎｍであり、中でも２５０－４０
０ｎｍの有効性が高い場合が多い。このような光（例えば、非偏光紫外線など）により、
重合性液晶化合物の配向を固定することも可能である。
【００６９】
　以上のようにして、光配向膜の感光性基と、光学異方体を形成する接着性液晶化合物中
の感光性基とが反応するため、本発明の光学異方素子では、接着剤を用いることなく光配
向膜と光学異方体との界面の密着性を確保した光学異方素子を作製できる。
【００７０】
　光学異方素子において、光配向膜の厚みは、例えば０．０１～０．２μｍ程度であって
もよく、好ましくは０．０５～０．１μｍ程度であってもよい。また、光学異方体層の厚
みは、用途に応じて幅広い範囲から選択でき、例えば、０．５～１００μｍ程度、好まし
くは０．８～５０μｍ程度であってもよく、特に光学補償フィルムとして用いる場合、厚
みは、例えば、０．５～５μｍ程度であってもよく、好ましくは０．８～３μｍ程度であ
ってもよい。
【００７１】
　例えば、光学補償フィルムとして用いる場合、光配向膜の厚みと光学異方体層との厚み
の割合は、例えば、光配向膜／光学異方体層＝５／９５～４５／５５であってもよく、１
０／９０～４０／６０であってもよく、好ましくは２０／８０～３５／６５であってもよ
い。
　さらに、光学異方体は、光配向膜の配向性に応じて配向するため、その配向パターンを
容易に調整することが可能である。
【実施例】
【００７２】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明は実施例によって限
定されるものではない。本発明の実施例において用いた材料に関する合成方法を以下に示
す。
【００７３】
（化合物１）
　４，４’－ビフェニルジオールと２－クロロエタノールを、アルカリ条件下で加熱する
ことにより、４－ヒドロキシ－４’－ヒドロキシエトキシビフェニルを合成した。この生
成物に、アルカリ条件下で１，６－ジブロモヘキサンを反応させ、４－（６－ブロモヘキ
シルオキシ）－４’－ヒドロキシエトキシビフェニルを合成した。次いで、リチウムメタ
クリレートを反応させ、４－（６－メタクリロイルオキシヘキシルオキシ）－４’－ヒド
ロキシエトキシビフェニル〕を合成した。更に、塩基性の条件下において、塩化シンナモ
イルを加え、化学式（７）に示される化合物１を合成した。化合物１は結晶性を有してい
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ることが確認された。
【００７４】
【化９】

【００７５】
（化合物２）
　ｐ－クマル酸と６－クロロ－１－ヘキサノールを、アルカリ条件下で加熱することによ
り、４－（６－ヒドロキシヘキシルオキシ）桂皮酸を合成した。この生成物にｐ－トルエ
ンスルホン酸の存在下でメタクリル酸を大過剰加えてエステル化反応させ、化学式（８）
で示される化合物２を合成した。化合物２は液晶性を有していることが確認された。
【００７６】
【化１０】

【００７７】
（重合体１）
　化合物１をテトラヒドロフラン中に溶解し、反応開始剤としてＡＩＢＮ（アゾビスイソ
ブチロニトリル）を添加して、５６℃で２４時間重合することにより感光性の重合体１を
得た。この重合体１は液晶性を有していることが確認された。
【００７８】
（重合体２）
　化合物２をジオキサン中に溶解し、反応開始剤としてＡＩＢＮ（アゾビスイソブチロニ
トリル）を添加して、７０℃で２４時間重合することにより感光性の重合体２を得た。こ
の重合体２は液晶性を有していることが確認された。
【００７９】
〔実施例１〕
　重合体１をトルエン／シクロヘキサノン混合溶液に溶解し溶液１を調製した。この溶液
１をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温で乾燥した。続いて、この塗膜（第１
の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏光性に変換し
た光を６００秒間照射し、光配向膜（厚さ０．２μｍ）を形成した。なお、高圧水銀灯の
スペクトルは、３１３ｎｍおよび３６５ｎｍのスペクトルを含んでおり、以下の実施例お
よび比較例において同様である。
【００８０】
　一方で、（メタ）アクリレート系重合性液晶化合物（ＢＡＳＦ社製、「パリオカラー　
ＬＣ－２４２」、液晶転移温度６５℃、等方相転移温度１１８℃）を８０重量部、化合物
１を１５重量部、光重合開始剤（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製、「イルガ
キュア９０７」）５重量部を混合し、プロピレングリコール１－モノメチルエーテル２－
アセタートに溶解し溶液２を得た。
【００８１】
　前述の光配向膜上に溶液２をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５℃
）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変化
せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、こ
の光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観察
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すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【００８２】
　更に、光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施
した。試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に
１００個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼
り付け密着させた後、瞬時に引き剥がし、光学異方体層の剥離状態により評価した。光学
異方体層の剥離は観察されず（１００／１００）、良好な密着性を有していることが確認
された。
【００８３】
〔実施例２〕
　重合体２をエチレングリコールモノエチルエーテルに溶解し溶液３を調製した。この溶
液３をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温で乾燥した。続いて、この塗膜（第
１の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏光性に変換
した光を１０秒間照射し、光配向膜（厚さ０．１μｍ）を形成した。
【００８４】
　次いで、光配向膜上に溶液２をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５
℃）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変
化せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、
この光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観
察すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【００８５】
　更に、光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施
した。試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に
１００個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼
り付け密着させた後、瞬時に引き剥がし、光学異方体層の剥離状態により評価した。光学
異方体層の剥離は観察されず（１００／１００）、良好な密着性を有していることが確認
された。
【００８６】
〔実施例３〕
　重合体１をトルエン／シクロヘキサノン混合溶液に溶解し溶液１を調製した。この溶液
１をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温で乾燥した。続いて、この塗膜（第１
の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏光性に変換し
た光を６００秒間照射し、光配向膜（厚さ０．２μｍ）を形成した。
【００８７】
　一方で、重合性液晶化合物（ＢＡＳＦ社製、「パリオカラー　ＬＣ－２４２」、液晶転
移温度６５℃、等方相転移温度１１８℃）を９０重量部、化合物２を１０重量部、光重合
開始材（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製、「イルガキュア９０７」）５重量
部を混合し、プロピレングリコール１－モノメチルエーテル２－アセタートに溶解し溶液
４を得た。
【００８８】
　前述の光配向膜上に溶液４をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５℃
）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変化
せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、こ
の光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観察
すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【００８９】
　更に、光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施
した。試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に
１００個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼
り付け密着させた後、瞬時に引き剥がし、光学異方体層の剥離状態により評価した。光学
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異方体層は部分的に剥離が観察されるものの（５８／１００）、比較例１または比較例２
と比較して密着性が改善されていることが確認された。
【００９０】
〔実施例４〕
　重合体２をエチレングリコールモノエチルエーテルに溶解し溶液３を調製した。この溶
液３をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温（２５℃）で乾燥した。続いて、こ
の塗膜（第１の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏
光性に変換した光を１０秒間照射し、光配向膜（厚さ０．１μｍ）を形成した。
【００９１】
　次いで、光配向膜上に溶液４をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５
℃）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変
化せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、
この光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観
察すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【００９２】
　更に、光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施
した。試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に
１００個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼
り付け密着させた後、瞬時に引き剥がし、配向層の剥離状態により評価した。配向層は部
分的に剥離が観察されるものの（３９／１００）、比較例１または比較例２と比較して密
着性が改善されていることが確認された。
【００９３】
〔比較例１〕
　重合体１をトルエン／シクロヘキサノン混合溶液に溶解し溶液１を調製した。この溶液
１をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温で乾燥した。続いて、この塗膜（第１
の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏光性に変換し
た光を６００秒間照射し、光配向膜（厚さ０．２μｍ）を形成した。
【００９４】
　一方で、重合性液晶化合物（ＢＡＳＦ社製、「パリオカラー　ＬＣ－２４２」、液晶転
移温度６５℃、等方相転移温度１１８℃）を９５重量部、光重合開始材（チバ・スペシャ
ルティ・ケミカルズ（株）製、「イルガキュア９０７」）５重量部を混合し、プロピレン
グリコール１－モノメチルエーテル２－アセタートに溶解し溶液５を得た。
【００９５】
　前述の光配向膜上に溶液５をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５℃
）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変化
せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、こ
の光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観察
すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【００９６】
　光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施した。
試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に１００
個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼り付け
密着させた後、瞬時に引き剥がし、光学異方体層の剥離状態により評価した。光学異方体
層は完全に剥離され（０／１００）、密着しないことが確認された。
【００９７】
〔比較例２〕
　重合体２をエチレングリコールモノエチルエーテルに溶解し溶液３を調製した。この溶
液３をガラス基板上にスピンコーターで塗工し、室温（２５℃）で乾燥した。続いて、こ
の塗膜（第１の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を、グランテラープリズムを用いて直線偏
光性に変換した光を１０秒間照射し、光配向膜（厚さ０．１μｍ）を形成した。
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【００９８】
　一方で、重合性液晶化合物（ＢＡＳＦ社製、「パリオカラー　ＬＣ－２４２」、液晶転
移温度６５℃、等方相転移温度１１８℃）を９５重量部、光重合開始材（チバ・スペシャ
ルティ・ケミカルズ（株）製、「イルガキュア９０７」）５重量部を混合し、プロピレン
グリコール１－モノメチルエーテル２－アセタートに溶解し溶液５を得た。
【００９９】
　前述の光配向膜上に溶液５をスピンコーターで塗工し、７５℃で乾燥後、室温（２５℃
）まで降温した。続いて、この塗膜（第２の塗膜）に、高圧水銀灯からの光を偏光に変化
せずそのまま１２００秒間照射し、光学異方体層（厚さ１．２μｍ）を得た。ここで、こ
の光配向膜上に光学異方体層が積層されているガラス基板を偏光板クロスニコル下で観察
すると光学異方体層は配向していることが確認された。
【０１００】
　光配向膜と光学異方体層の界面の密着性を確認するため、碁盤目剥離試験を実施した。
試験は、ＪＩＳ Ｋ ５４００に準拠して実施し、配向層に１ｍｍ間隔で碁盤目状に１００
個のマス目を作製し、次に、粘着テープ（ニチバン社製「セロハンテープ」）を貼り付け
密着させた後、瞬時に引き剥がし、光学異方体層の剥離状態により評価した。光学異方体
層は完全に剥離され（０／１００）、密着しないことが確認された。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　以上のように、本発明では、一体性に優れた光学異方素子を簡易的な製造方法で提供で
きる。そして、本発明の光学異方素子は、薄型の位相差フィルム、光学補償フィルムなど
として好適に用いられる。
【０１０２】
　以上の通り、図面を参照しながら本発明の好適な実施形態を説明したが、本発明の趣旨
を逸脱しない範囲で、種々の追加、変更または削除が可能であり、そのようなものも本発
明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０１０３】
　１ａ…支持体
　１ｂ…光配向膜
　１ｃ…光学異方体
　１０…光学異方素子
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